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研究成果の概要（和文）：　日本史（古代、中世、近世、近代）、アジア史（中国史、イスラーム史）、ヨーロッパ史
（中世イギリス、近世フランス、近現代ドイツ、近現代東欧）の研究者の共同研究として、社会的上下感覚に関する比
較研究を行った。研究の重点は、第一に、社会的上下感覚というキーワードを媒介に、身分・ジェンダー・エスニシテ
ィなど、従来別個に論じられる傾向のあった問題を総合的に考察すること、第二に、固定的な一国的類型論を超えた比
較史の方法を模索するとともに変動期に着目して前近代史と近現代史を架橋することであった。書札礼、都市空間、社
会集団、エスニック・アイデンティティなどのテーマをめぐり、検討を行った。

研究成果の概要（英文）： This joint research was done by historians specialized in various 
fields(ancient, medieval, early modern and modern history of Japan, China, Islamic world, England, France 
and central Europe) in order to promote a comparative study on sense of social status. The main purposes 
of this study were (1) to integrate several perspectives such as gender, ethnicity etc. into a common 
framework under the keyword of "sense ofsocial status," and (2) to combine premodern history and modern 
history focusing on the changes in the sense of social status during the ages of transition. Main 
specific topics discussed in this joint reseach were manners of writing letters, urban space, social 
groups, ethnic identity and so on. 　

研究分野： 中国明清史
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１． 研究開始当初の背景 
研究代表者は、平成 20 年度～23 年度に
受領した科学研究費補助金「身分感覚の
比較史的研究」（基盤研究（B））におい
て、日本の古代、中世、近世、近代、朝
鮮近代、イギリス忠誠、フランス近世、
ドイツ近代、イスラーム史などを専門と
する研究者と共同研究を行い、従来の身
分制度研究において支配的であった法
制上の身分制度のみならず、それぞれの
社会に生きる人々の認知と行為によっ
て生成する身分的上下関係の動態的か
つ比較史的考察を行った。その成果を踏
まえ、モデルをより精密化すること、社
会の大きな転換期に焦点を当てること、
エスニシティやジェンダーを含んだ新
たな比較の視点を構築することの必要
性が明らかになった。 

 
２． 研究の目的 

各地域の事例の並列的な比較にとどま
らず、社会的上下感覚に対する総合的な
比較史的研究を行うための方法と概念
を製錬することを目的とした。特に、本
研究では、従来の「身分」研究では対象
外とされることの多かったエスニシテ
ィやジェンダーの問題を視野に入れた
総合的な考察を行い、またそれに伴って
近現代も含む長期的な視野から社会感
覚の変容をとらえることを目指した。 

 
３． 研究の方法 

「古代～中世」「中世～近世」「近世～近
代」「近代～現代」という、時代をまた
ぐ４つの部会を設け、部会内において各
人の研究成果を共有するとともに、全体
の研究会で検討を行い、その結果を各部
会にフィードバックする。各人の研究成
果は、個別の論文や学会報告において発
表するとともに、研究会においては、比
較史的な視点を重視した報告を行い、論
点を深化させた。外国の研究者や、関連
の研究を行っている若手研究者を招い
ての研究会・シンポジウムも随時開催し
た。 

 
４． 研究成果 
（1） 古代～中世の部会では、書札礼を一

つの焦点として、比較研究を行った。
書札礼から古代日唐家族の比較を行
った研究（古瀬）のほか、日本中世
の書状や儀礼に関して関連研究者に
依頼して報告・討論を行い（安田次
郎、巽昌子）、イギリスのジェントリ
の書札礼（新井）や中国の名刺の用
法（岸本）も含めて、書札礼が極め
て興味深い比較研究の対象となるこ
とが確認された。 
 

（2） 中世～近世の部会では、都市の社会集

団や有力者との関わりで、儀礼やジェ
ンダーの問題を中心に比較研究を行っ
た。中世～近世のイギリスに関して、
ロンドンのギルドや入市式に見られる
上下感覚（上野未央、佐々井真知）、ジ
ェントリの墓地の問題（新井）を取り
上げ、また日本中世の行列（藤原）、日
本近世の芝居興業（神田）、イスラーム
社会における寄進（三浦）、中国近世に
お け る 宗 族 の 共 有 財 産 （ Joe 
McDermott）、中国の中間団体（岸本）
などの問題をめぐって、活発な討論を
行い、比較史的な認識を深めた。 

    ヴィジュアルな史料の用い方や空
間的な把握の仕方についても、方法的
な論議が深められた。 

 
（3） 近世～近代に関しては、変動期におい

て従来の身分感覚や都市空間認識がど
のような変化を被るのか、という点に
つき、日本の都市芸能の観点（神田）、
明治時代の東京の都市空間（小風）、近
代中国における「奴隷」概念の展開（岸
本）といった点から比較を行った。 
 

（4） 近代～現代については、中欧の「国家・
民族・身分感覚」をテーマとする小シ
ンポジウムを開催し、ナチズムにおけ
る「ドイツ東方」の概念（山本）、中欧
における文明観と歴史認識（篠原）を
中心に、主にエスニシティに関わる討
議を深めた。近代日本の外国人の地位
に関する問題（小風）も、このテーマ
と関わる重要な課題であった。 

 
（5） 各部会での討論、全体の研究会や小シ

ンポジウムでの議論をベースに、各人
が個別に発表した研究成果は下記のと
おりである（学会発表と論文で内容が
重なっているものなどは、どちらかに
限定し、重複しないようにしてある）。
本共同研究全体の成果として、比較史
の論文集をまとめる予定であり、現在
編集中である。 
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